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個に応じた指導の推進③
～通常学級での具体的なえ汲～

今一回のテーマは，「学級担任が行っている丈扱」です。
通常学級で学級担任が日々実践している特別な支線や教育的な配慮をご理解いただき，子供た

ちのためにできる家庭の役割ということを再考していただければ幸いです。その上で，学枚の役
者，家庭での役割ということを共に理解し，卑確認し合いながら，本当の意味で「（将来的に）子
供のためになる支援．・配慮」を構築できたらと考えています。
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石宜彦ノ　ど
学級担任が行っている支援．や特別丈攻は，大きく分けて以下の二つになります。
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直麓的史後では
よかれと思

たり，自己香定感
でも，他の子供の
たような教育的な

間者的丈渡は，

を意味しています。

から支援．を受け

るものでは本＿求の支線

ることが重蚤です

なりません。注意を促すような場面
ざるを得なくなるような叱りガではなく，個別にするといっ

です。枚質や生活場面での教育的配慮は，子供
じられること

・一斉才旨示をした後に舟度個別に指示をす

る。
・対象の児童個別指導を行う。　等

②　生活場面での個別丈扱
・給食準備を手伝う。　箸
・清掃指導を個別に行う。　箸

③　休み時間や放課後等の対応
・子供と葱をする。
・放課後に学習の補強を行う。
・交換ノートをする。　等

能な範囲で

芽顔の帝展一才彦ば発

＊　詳細は，裏面「通常学級で可能な支援アラカル＋ト」をご参照ください。
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撤育目標】東泉を一きぬ 　　′lr、 �く 1 l �′望豊かでたくましい子供の五戒 　　　　○● 

なえ扱アの学級で可能 ラカルト

支え �耗　　婁 �丈渡の内容・方法 

直 �㊥その場での指導・丈媛 �◇成功・成洗感を生み出すための史観 
（ガ　はめて学習慈欲等・をもたせる 

②　個別指導 
蕗 ��③　個別の希示や指示内容の確認 

豊 後 ��④　学習の正誤の確認　等 
㊥時間を設けての箱等・ �◇成功・成就感を生み出すための史観 
文展 �U　休み時間や放課後の時間の利用 

②　交換ノート等の利用　等 

間 藤 的 支＿ 捜 �⑳情報の共有化 �匝夏豪石高画 

可‾閤亨特別丈級数育コーディネーター等，他の教師と 
の連．携，情報交換 

②　特別丈扱教育部会や事例金蔵での検討 
③　情報を指導・支援に生かすアイデア 
窃　個別の教育史扱計画の作成 

⑳皮質場面での配慮 �【○成功・成就感を高めるための丈頻 
U　刺激のプない学習環塔の設定 
②　自乙管理可能な座席の配し畳 
③　時間内の学習予定の予告 
④　学習ルール等の確認 
（9　わかりやすい指示の出しオ 
⑥　わかりやすい板書の工夫 
⑦　活動や作常に従事するための時間配分の予告 
⑧　別課題や別作常等の準備 
⑨　時間内で終了可能な学習の分量　等 

●生活場面での配慮 �lO社会的スキル（枚能）をカバーするための丈戎 
（お　わかりやすい掃除や給・曾当番長の作成． 
②　係活動等の具体的な仕事の濃示 
③　活動や作賞に従事するための時間配分の予告 
店1友人傑＝冤への猟回り†ノた配慮　等 

】○自己管理を可能にする史観 
U　自分の物が管理しやすい用具の準備　等 

⑳記録の積み上げ �○丈後を客観化するための手段 
U　エピソード記録の昧蚤 
②　特別な先鋒泉の作成　等 


